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AgN03 の単結晶を r 線照射すれば，他の硝酸塩結晶と同様に，各種の ESR 吸収中心が生成され
る o AgN03 の室温での照射によって生成されたこれらの吸収中心の内 ， 2 種の明確な中心について，
ESR spectrum の角度変化を 770K にて測定し， g 値及び hyperfine splitting constant を決定したD そ
れ等の結果と Sr(NOん， Ba(NO山， Pb(N03)2 等についての同様な実験結果との比較検討により， そ
の 2 種の吸収中心が 03一及び N02 である事を明らかにした。更に 03ーについて，その近傍の Ag
核との相互作用による super hyperfine splitting を ENDOR ~とより精密測定した。その結果， Os- 及
び N02 は N03- と同じ位置に存在し，それ等の面は N03- 面方向と一致するが，その面内でそれ
ぞれ特定の一方向を向き， 03ーと N02 ではその方向は異なっている事が明らかとなった口そこで，
乙れ等 2 種の radical の主軸と結晶軸とのなす方向余弦を決定した口 03ーあるいは N02 の ESR
spectrum において，対称的な関係にある 4 組が存在するが，その中の l 組についての値は次の如く
である。
そして，これ等 2 種の吸収中心の方位，及び 03ーの近傍の Ag 核との hyper命le interaction は，
吸 収 方 向 余 5支
主 軸中 Jじ、 a b c 
x +0.67 十 0.69 +0.26 
03- y -0.63 十0.72 -0.29 
z -0.39 +0.03 +0.93 
x +0.67 +0.70 十0.25
N02 y -0.26 -0.02 +0.96 
z +0.70 -0.70 +0.17 
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X 線解析で得られた AgN03 中の N03ーの位置，方位からの結果と一致する事を確めた。
論文の審査結果の要旨
放射線照射された AgN03 結晶内には，種々の ESR 吸収中心が生成される。しかし，それらの同
定には，まだ疑問の点が残されており，又それらの位置，方位も未定であった。
多賀谷君の研究は， AgN03 単結晶に室温で Co60 r 線を照射し，結品内 lζ 生成された 2 種の顕著
な ESR 吸収中心に着目し，その中心に関して 770K で ESR 及び ENDOR によって， ESR スペ
クトノレの結品内における角度依存性を精密に測定した。その結果， 2 程の中心について， g 値及び
hyperf?e spilting constant を決定し，以前に多賀谷君等が行なった Sr(N03)2' Ba(N03)2' Pb(NOム
等についての同様な実験結果と比較，検討し，その 2 種の中心が 03一， N02 である事を決定した。更
にこれらのラジカ lレの結晶内での方位，対称性を決定した口その結果，次の様な結論が得られた。即
ち ， 03一， N02 は何れも N03ーと同一平面内にあり ， N03ーの放射線照射による N 原子の空隙に O
原子が入り，もともと存在した O 原子 2 個と 03- を作る。 N02 は 1 個の O 原子が抜けた状態で
三角形を作る。これら 03ーと N02 は互いに相異なった特定の角度で存在する口一方，最近 X 線解
肝により ， N03- は結晶内で各 N-O bond の長さは少しずつ異なり， LONO の値も 1200 より少しず
つ異なっていることが発表されたD この結果より考えて ， 03一， N02 は異なった形状，大きさを持ち，
それぞれ特定の位置，方向を占めることが予想される口 この研究は上記の事を実証した。更に 03ー
については，近傍の Ag 核との hyperfìne interaction を ENDOR により，それらの角度変化を精
密測定し， 03ーの波動函数に関する知見を得た。
以上，本論文は ， AgN02 結晶の放射線照射によって生成された 03-， N02 の ESR 吸収中心に対
して明確な同定を与え，その位置，方位を決定した。乙の論文は，結晶の放射線損傷の基礎研究に寄
与する所大であり，理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認められる。
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